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1　沿　　革

水道の創設　明治2 2年、市制の施行によb上水道設置の要望が高まD、明治4 3年、水源地調査費を予

算に計上、調査の結果八景水谷を水源地とし、立田山を配水池とする旨の結論を得たo Lかしその後水利

mKに:JJ.らty '-¥i蝣。K、j&l.".し蝣FV:-cf.湖也t lt上三:1二べI iA:'持なく5 il^d'二一Ll淵rV-Nl一一:=が、 IF止1 3 '・ド3

月漸く地元民との諒解が成れ同年1 1月工費約2 2 8万円で竣工通水をみたのであるoその後配水管の

布設等施設拡充が続けられたが、第2次大戦によb資材は不足し建設改良も思うに任せず、空襲による被

害は施設の老布と相まって事業運営に重大な支障を来し、加えて糸戦後の復員や引揚者による人口増加は

必然的に配水能力の不足を招き、時間給水制限等を行なわざるを得ない状態となったo

第1次拡張工事　これに対処するため水源地の確保を主とした拡張工事が行われたが、まず第1期工事と

して健軍に水源(健軍水源地　を求め工費約2,5 0 0千円で昭和2 5年8月に竣=し、一日の配水能力も

3 7,0 0 0がと大幅な増加を示したo

昭和4 1年度における給水人口2 0 0,0 00人、一日最大配水量6 0,0 00砂を目標とした第2期工事

の主なものは次の阜おDであるo I

(1)十本木水画地開設　=費6,770千円　27年1 1月竣土

(2)亀井水源地開設　　〃　56,090千円　30年3月',

(3)立田山配水池増設　〃　27,720千円　31年11月〃

.第2次拡張=事　これは昭和46年度における給水人口345,00 0人一日最大配水畳1 02,0 00秒

を目標としこ総工費7 60,0 0 0千円の5*年継続事業として施行したものであれ主な工事として血

(1)徳王配水池開設

-(2)健軍水源地ポンプ皇及

び井戸増設-

(3)川尻水源地開設

(4)立田山配水池増設

(5)城山水源地開設

(6)八景水谷水系井戸増設

(7)城山第2水源地開設

工費27,840千円　　315年　3月　竣工

〃　66,030　*　　　36年　3月　・'

〃　39,020　〃　　　36年　9月　〃

〃　32,760 '〃

〃　26,700　〃

●月3年
1　83
　
　
、

ヽ

〃　40,630　〃　　39年　3月

4　7,780　〃　　40年11月　〃

などであb、北部方面の高台地区、又急激に発展した東部地区-の配水を円滑をらしめたや又未鈴水地域

として懸案の川尻高橋地区もそれぞれ給水を開始し、市周辺地区へまで行きわたるに至?顛,

2　事　業　概　要

給水普及状況

区分 行 政 区 城 内 給 水 区 .. 奴 内 給 水 I.区 域

人 ∴ ロ 戸 数
普 及 . 率 1

人 口 戸 .L 薮
、普 及. 率

A 戸 数
人 口 戸 数人 口 戸 数

4 2 4 2 6,6 3 0 1 1 73 3 7
%
7 9.3 7 Q C 4 0 54 6 7 1 1 2声6 5 8 3.4 7 6.8 3 3 8,3 1 2 8 6,2 1 3

4 3

4 4

4 3 2,7 1 6

4 3 45 9 6

1 24,1 8 1 8 0.3 7 4.7 4 14,6 1 1 1 1 93 1 6 8 3.8 7 7.4 3 4 7,6 0 5 9 2 ,7 0 2

1 3 0,54 4 82 .2 7 4.6 4 1 7β0 5 1 2 6,5 8 5 8 55 7 6.9 3 5 7,0 0 0 ∴9 7,3 1 9
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(2)配　水　丑

.> 鍔

総配水量
最 大 最 4、 1 日平均 1人 1 日最大 1人 1 日平均 最大月の1 日

配 水 量 配 水 量 配 水 量配 水 量 配 水 量 平均配水 量

4 2
I㌔.

3 5,1 5 0 ,2 2 9 9/ 7 1 3 1,8 1 6m
I㌔

1/ 1 7 1,2 1 1
nP

9 6,0 3 9
3 9 富

2 8 8 11 7,9 3

4 3 3 6,9 6 4,6 8 5 7/ 22 1 3 52 16 1/ 1 7 0,9 2 0 1 0 1,2 7 3 39 7 2 95 1 2 5,1 0 7

4 4 4 0β1 4,58 3 8/ 28 1 4 9,7 1 1 1/ 1 8 0,5 5 3 1 1 1,2 7 3 4 2 7 3 1 2 1 2 71 9 6

(5)有収水丑と無効水量

区 分

年度

総 有 1 日平均
右収率

無 収
無収率

総 有 . 劫 1 日平均
有 効率

無 効

無 効 率
収P 水 量 有収水量 水 量 水 量 有 効水量 * fl

4 2
IU8 nP I- 1㌔ % nP nP % 王が %

2 5 ,6 5 73 1 1 7 0 ,1 0 2 7 3 .0 2 6 ,8 9 0 0 .0 7 2 5 ,6 8 4 ,2 0 1 7 0 ,1 7 5 7 3 .1 9 ,4 6 6 ,0 2 8 2 6 .9

4 3 2 7,8 4 2 ,6 4 8 7 6 ,2 8 1 7 5.3 3 8 ,7 6 6 0二1 2 7 ,8 8 1 ,4 1 4 7 6β8 7 7 5 .4 9β8 3 ,2 7 1 2 4 .6

4 4 3 0 ,7 4 0 ,2 1 6 8 4 ,2 2 0 7 5.7 4 6ー5 8 9 0.l l 3 0 ,7 8 6 ,8 0 5 8 4β4 7 7 5 .8 9 ,8 2 7 ,7 7 8 2 4 2

(4)水　道　管

区分 導 水 管 送 水 曹 配 水 管

年変 延 長 延 長 延 長

4 2
,,I ,れ m

1,9 4 3 1 0β4 4 6 6 4,6 3 0

4 3 2 ,6 6 5 1 3.8 3 7 7 0 8,5 5 3

4 4 2,6 6 5 1 3.8 3 7 7 5 5,3 5 0

(5)用途別給水量及び収入状況
(昭和44毎度)

韻

給 水 量 比 率 収 入 比 率

家事営業用
m. % 千円 %

2 5,5 1 2β13 8 2.9 9 8 20 ,3 7 5,4 8 0 8 3.0 5

落 慶 .用 2 4 8,3 3 2 0.8 1 3,9 5 3.2 5 5 0.4 0

官 公. 普 2,4 ▲5,1 5 1 7.8 6 7 9,1 6 4,4 1 6 8JO l

学 故 7 8 6,5 6 1 2ム6 24,8 0 9,8 6 4 2.5 1

右 閑 儀 9 8 7,8 7 3 32 1 3 1,2 2 0,7 3 、P5 3ユ6

】 .時 m 1 98.4 2 6 0.6 5 1 03 0 0,1 4 1 1.0 9

ブ 一 ル 3 8 5声2 7 1.2 5 1 写3 1 2,2 0 8 1.2 5

共 用 栓 2 0 5.7 3 3 0.G 7 5,2 2 4,8 0 4 0.5 3

計 . 30,7 4 02 1 6 10 0 98 7,8 6 0,9 0 3 1 0 0

(6)第5次拡張計画

・'->!:(1 H IU3 9叶に・v・'.ミ蝣・- -'・一蝣・; -i恥三LIr主-<!f:^to-i*lvi、 '+:,-',沖!:1、J監騰^W・産業、減m-ア附C AJ I

t> 0 '-itiili^一卜mにI'"-!蝣」.、七Otl:.T)j二j日.ラ:<h-い.:こ。

中でも蝣蝣*-.&;恥のu超と.''"」-*'.」・!左業で心(V.3 -¥?:こ>h、」,-ii:'/-ごIMC'九、山tilO O」r-i D号「次としてIrJミ

gaSHl閉M

・この鈷果・本計画開始時における配水能力129,7 0 0vt>キI)81,44 0砂上わ回る211,140がの配水

が可能となる0-
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認可年月日'

期　　　間

E]棲年次

基本計画

計画給水人口

昭和41年2月15日

昭和4 1・年4月1日～昭和5 1年3月3 1日

昭和55年

425,700人

1日最大配水量　　　　　　2 1 1,140が

1人1日最大配水量　　　　　　　49 6^

1人1 El平均配水量　　　　　　39 6.5 」

事業内容

t

(昭4 5.3.3 1現在)

区 . 分

給水区
工 事 内 容

工 費

I MJ
進捗率

北 東 部 .

水 源地用地 2 1,3 6 2 m!を昇 欧し、 水源地 5 カ所 を設け 2 1, こf円

7 7 9.8 2 4

潔

4 0

3 0 0 秒/ Elを敢水す る0 又 送水ポ ly プ場 を築造 L^ 岩倉 山

に配水池 3,5 5 0 秒 2 池 を設 玖 配水酌 6 0 0 ′} や 7 5 を

3 5.1 7 2 皿布設 する0

これに伴 う用 地昇 灰 7 1,6 5 1 m "

東 部

水源地 8 カ所 を設 け 6 2.0 0 0 秒/ 日を取水 L～ 野水 ポンチ

1,5 9 5β.7 6 3 0

場 1,1 6 5 rf l 棟 を築造す るが、 健軍に操件室 .を設け遠 隔手打 P

卿 でポン プ運転 を行 う。 配水管 ¢ 8 0 0 - ¢ 7 5 を 9 0 ,6 26

m 布設す る。.これに庫 う用地 買収 1 7,8 5 6 m3

+ S B

立田山配水池 よ b 配水本管 ¢ 4 Q 0 を 1,5 5 0 m 布設 し、都

2 7,6 0 5 7 0 .

心部の増補 を行 うと共 に ¢ 1 5 0 を 1,1 5 0 m 布設する O

南 部

水源地 1 カ所 を増設 U 6, 0 8 0 吋/ E]を取水 し、配水池

1 6 3,3 3 1 5 0

8 8 0 材▼1灘 、配水 ポンプ室を増築する0 配水管 ¢ 2 0 0 -

¢ 7 5 を 1 9,0 3 8 m 布設する0

これ に伴 う用地買収 1,畠 7 5 rf

北 西 部

水源地 2 カ廟 を設け 6,0 0 0 秒/ 巳を牧水す るが、 ポン プは

3 4 6,6 9 1 1 0

遠隔制御場 よ b 運転サ ム0

徳王配水池に 4 .3 5 、0 秒 の配水池 を増設 し配水管 ¢ 3 5 0 ~

¢ 7 5 を 2 3, 1 9 2 皿布設す る0

これに伴 う用地買収 2 ,6 1 5 が

西 部

水源地 1 カ所 を増設 し 2 ,0 6 0 秒/ 日を取 水 」 送 水ポ ンプ

つ

2 1 2 ,0 1 5 1 0

室 1 政 を築造す る0 配 水池 1,8 7 0 秒 1 池 を増設 し 配水 管

¢3 0 0 ~ ¢7 5 を 1 7,9 l l m 布設す るO

これ に伴 う.用地買収 1, や5 4 *

そ の 他 附帯事業 費及び事務費 1 7 9.0 1 5
-

総 事 業 費 3,3 0 3,7 5 7

内起 債額 (2 ,9 5 0,0 0 (》
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(7)鮪易水道
(昭45.3.3 1現在)

- ∴ ∵
通水開始年月日 水源の種類

配 水 設 騰

給水方法 給水戸数 給水人口
配 水 池 配水幹線

谷 尾 崎 昭 3 1.3.2 2 谷 間 湧 水

寄丑 3 (W l 池

ろ過池 1池

ロ経 7.5 初 自 然 流下式 3 0 1 2 0

千 昭 3 1.8.1 8 〟

容量 3 O rf l池

ろ過池 1 池
〟 〟 4 0 2 0 0

●
緑 ヶ 丘 昭 4 0.1 2. 深 井 戸

能力 4 5 mサ/ 日

最大取水量朗
口軽 5 0 m 加圧ポンプ送水 5 2 2 0 0

(8)収納業務
(昭和4　4年度)

区 分

人 員

受 高 .戟 .数 受 高 金 廟 1 人 平 準
収 .納 率 委 託 血 率

収納別 収 納 枚 数 収 納 金 額 . 受 高 枚 数

職 員 収 納 1 6

秩

3 1 1,2 3 5
千円

1 7 5,8 7 8

枚

1,6 2 1

%

9 8 .2

%

2 9 .6

3 1 0 ,3 1 7 1 7 4 ,8 6 1

委 託 収 納 3 6

7 4 0 ,3 6 2 5 4 2 ,7 3 7
1 ,7 5 1 9 8 .1 7 0 .4

7 3 7 ,7 8 9 5 3 7 ,8 7 1

昭和4 2年4月1日委託業務開始

委　託　先　　熊本市練兵町10の1株式会社　肥後集金センター

委　託　件　数　　　21,684件

委託手数料　　徴収1件に付25円(昭45.7.1現在)

3　料　金　.1:.!t.i38墨l'県鵠-,

料 金

種 別

基 本 料 金

. 超 過 料 金

::K 量
義 . .金

- 般 用 P 8 立 方 メ ー ト)L, ま で

円 円

1 立 方 メ ー ト ル に つ き 3 、22 4 0

浴 場 曽 業 用 1 5 0 〝 2 , 0 0 0 〝 1 5

一 時 用 1 〝 5 5

1 共 .:用 P 栓 6 〟 1 2 0 〝 2 2

簡

易

衣

道

谷 尾 崎 地 区 総 月 .顔 7 , 2 0 0

平 〟 〟 l l , 6 9 6

緑 す .丘 〝 一 般 用 料 金 を .適 用
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4　経　営　状　況

(1)収益的収支の推移
( 単 位 千 円

* R

事 項

3 5 3 6 3 7 3 8 3 9 4 0 4 1 4 2 4 3 4 4

収 益 3 12 ,7 46 33 9 ,0 06 3 72 , 500 45 5 ,5 鎌) 65 3 ,4 5 8 6 70 ,73 2 759 ,8 95 8 65 ,5 95 9 44 ,8 紀 1,0 38 ,5 46

. 給 水 収 益 2 98, 84 6 32 3 ,0 70 3 5 2,0 0 8 4 33 ,66 5 6 2 7, 254 6 43 , 72 2 72 4 ,6 13 81 8 ,992 8 95, 32 0 9 87 ,8 6 1

支 出 27 8, 61 8 32 4 ,4 46 386 , 040 43 1, 6 56 4 95 ,73 4 54 5, 0 02 5 83 ,9 45 6 95 ,9 24 795 ,1 42 9 03 ,65 6

人 件 費 1 3 1,3 2 2 15 1, 0 57 18 4,8 96 213 ,4 0 9 2 37 , 040 280 , 09 6 :氾5, 2 18 366 , 141 4 13 .3 91 46 7 ,93 8

損 益 34, 12 7 14 ,56 0 A 13 ,54 0 23 ,9 3 5 15 7, 72 4 1 25 , 72 9 1 75 ,9 50 16 9 ,6 71 1 49 , 740 13 4, 89 0

剰 余 金 計 23 ,0 72 21,9 3 0 si 3,09 7 20 , 16 1 1 10 ,35 0 9 7, 647 12 0 ,6 42 174 ′4 54 2 1 5,4 03 25 8 ,3 09

(2)供給単価及び給水原価
(単位　円/rf

年 度

事 項 3 5 3 6 3 7 3 8 3 9 4 0 4 1
f 4 2

4 3 4 4

供 .給 単 価 ?.2 .0 1 2 1 .7 1 2 2 .1 2 2 4 .8 6 3 2 .1 2 3 2 .1 2 3 2 .2 9 3 1.9 2 3 2 .1 6 3 2 .1 4

給 水 原 価 2 8 .ー3 2 1.3 5 2 3 .7 4 2 4 .1 8 2 4 .7 2 2 6 .5 1 2 5.3 0 2 6 .4 5 2 7 .9 7 2 8 .8 2

損 益 1.8 8 0.3 5 ∠a .6 2 0 .6 8 7.4 0 5.6 1 6 .9 9 5.4 7 4.1 9 3.3 2

5　職員数及び給与

(1)職種別職長数
(昭4 5.3.3 1現在)

男 1 8 .6 4 7 5 6 1 3 8男 1 8 .6 4 7 5 6 1 3 8 3 2 8

女
- 2 0 1 0 3 2 4

計 1 1 0 6 4 8 5 6 1 4 1 3 5 2

(2)耽種別1人月平均給与額
(昭4 S. 3.3 1現在)

職 種別

事項 特 別 職 事 務 職 技 術 威 検 針 集 金 そ の 他 計

基 本 給 R 1 4 6 ,2 5 0 8 2 ,4 3 3 5 8β 5 0 5 1 ,6 5 3 6 6 ,8 1 9 6 8 ,1 9 6

糊 リ蜘 n
- 6 ,0 3 8 6β 4 2 8 ,0 4 1 62 6 7 6,4 9 4

超 超産務 手当 n - 4 ,0 6 1 9 ,9 4 7 3,6 8 7 l l ,0 0 0 7,6 0 7

その他の手当 H 4 3 ,3 8 7 3 0 ,4 6 5 3 1 ,4 9 3 2 し5 1 5 2 8 ,1 5 0 2 8 2 6 4

合 計 n 1 8 9 ,6 3 7 1 2 2 ,9 9 7 1 0 6 ,6 3 2 8 4,8 9 8 1 1 2 一2 3 6 1 1 0 ,5 2 1

年 令 サ 6 2 4 4 4 3 2 5 . 4 4 4 1

勤 続 年 数 色⇒ 3 1 6 1 6 6 1 4 1 4
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6　施　設

(1)水道施設　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭45.3.31現在)

名 . 柿 竣工年次 牧水最大能 力 施 設 内 容 設 置 場 所

水

源

也

十j.ォ.,; %-ふ ま
大1 4 .3

脚/ 日

1 5,0 0 0 浅井戸1 カ所 額井戸 1 カ所 ポンプ3台 清水町八景水谷 1

〟
第 2井

大 1 4 .3 1 2,0 0 0 サ 1 〃 3 * /y

亀 井 水 源 地 3 0 .3 9.0 0 0 1 * 津井戸2 カ所 * 3 * 清水町亀井 一

】 本 木 水源 地 2 7.l l 1 6,0 0 0 〃 1 〃 〃 1 〝 〃 3 〃 飽託郡北部町

健 軍 水 源 地 2 3 .3 7 0 ,0 0 0 1 2 〝 〃 4 一ク 水源町

川尻第 1 水源地 3 6.3 2.2 0 0 1 // 4 * 南高江町柿の木 通 b

〃 第 2 〃 4 3.3 3 ,0 0 0 〃 1 〝 〃 1 〃 元三町築切

城 山第 1 水源地 3 6.1 2 2 ,5 0 0 1 * 城山大境町小伝 木

/r 第 2 〃 4 0 .l l 3,0 0 0 * 1 // " 1 * 城山上代町丸反 甲

緑 ヶ丘配水 施設 4 0.1 2 4 5 〃 1 〝 〃 1 -ケ 竜 田町陣内

麻 生 田水 源 地 4 4 .1 8,3 0 0 〃 2 〝 〃 3 〃 清水 町新地

醍

水

池

城 山 配 水 池 3 8 .3 砂
6 3 0

堺筋 コンク.) I .ト造 b 1池 城山上代町城 山

立 田 山 配 水 池 3 8 .3 2 2 ,5 0 0 i> 4 * 無 髪町 下立 田

徳 王 配 水 池 、3 5.3 3,0 0 0 〃 1 〃 飽託君附ヒ部町

求

ン′

プ

所

立 田山ポンプ所 4 0 .3
m / i

1.5 0 0
ポンプ 2 台 黒髪町立田邸 l

詑 岡山ポ ンプ所 3 5.8 4 5 3 " 横手 町北 岡自然公園

本妙寺ポン プ所 大 1 4 .3 2 8 .2 * 2 * 花 園町本妙寺境 内 i

島 崎 ポ ン プ所 3 8 .6 1 5 , 3 〃 島崎町

大 窪 ポ ン プ所 3 6 .1 0 9 .6 2 * 清水 町大窪

長 迫 ポ ン プ所 3 9 .9 5.4 2 * 池 田町畠の原

岩 倉山ポ/ ブ所 4 0 .3 l l 2 サ 清水町兎谷

高 平 ポ / プ所 4 0 .8 2.3 1 * 清水町高平

万 日山ポ/ ブ所 4 1.9 8.4 1 サ 春 日町万 日

城 内 ポ ン プ所 4 1.1 1 2 > 1 * 熊本城内

上松尾 ポンプ所 4 3.6 1 2.6 1 * 松尾町上松尾

(2)局　　　舎

所　在　地

敷地　面　積

建　物　面　積

着　　　　工

竣　　　　工

構　　　　造

施　　　　行

%^mm　田

熊本市水前寺6丁目2番4　5号

9,344m5

延　3,48Orf

昭和37年12月28日

昭和38年12月2o a

鉄筋コンク1)-ト、地下1臥,地上3階、塔屋1階

龍建設株式会社

190,621,335円
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